



























































































































































グループ６名）に分けられ､講演に関しては「教育概論一高等教育の質保証一｣，「ＩＣＴ技 ｢禾術の使いこなし方」 } 
学技術コミュニケーション教育の実践｣，「理工系学生と教員の心のケア｣，「エンジニアリング・デザインの車要性 １， 
など、興味深い内容が提供されました。特に，「理工系学生と教員の心のケア」では経験豊かな講師が教員の心のケ
アまで解説され，その後セットで実施されたグループによる体験学習（ロールプレイ法）では，教員自身も気づかな
かつた自らの内面を短時間で浮き彫りにさせるなど，面白い手法を紹介して頂きました。
様々な角度から興味深い講演をして頂きましたが，現実の問題点（少子高齢化，学生の工学離れや多様化）に即応
しなければならない教育現場はどこも大変で，これを打破する特効薬などなく一筋縄には行かないことに変わりはあ
りませんでした。しかし．同じ問題を有する教員が全国から集い，すぐに溶け合って本音で語られる機会は大きな魅
力であり，また企業経験者や他のジャンルの講師を交えて，我々が直面する出来事や問題点を異なった角度から整理
できたことも大きかったと思います。特に講演では，「競争と憧れ，そして多様性を認める社会構造が重要」との前
芝浦工業大学理事長先生のお話は今でも心に残っています。日工教の企画・運営はきめ細かく行き届き，研究集団に
付随する教育論ではなく，一教育者として機関を越えて一堂に会し議論することの重要ＪＩＬ’ﾐを感じた－時でした。
即熟ニヅＷＬ錨クＩＪＭＪセミナiii壜〕報聲､召三三
安居光国
ＦＤが大学,大学院に義務化され,多くの大学はＦＤをどのように進めるかが悩みの種になっている。あるアンケー
卜によると多くの大学はＦＤ講演会を開くことでＦＤを実施していると文部科学省に報告をしているため，ＦＤ実
施率は国立大学で100％の数字が上がっている。室蘭工業大学は年１回のＦＤ講演会はもちろんのこと，この「広報
ＦＤだより」と洞爺湖ＦＤワークショップの３本柱で実質的なＦＤを行っている。とくにＦＤワークショップは合宿
形式でありながら，義務と理解のおかげで全教員の半数以上が参加してきた。またＦＤと言っても，授業アンケート，
授業参観．授業テクニック講座，授業カウンセリングなどまだ多くの要素がある。
しかし小規模大学のＦＤ活動は,兼任するＦＤ委員のもとで実施され,組織力,ＦＤ研究開発に弱さがある｡そこで，
1つの大学等でＦＤの全てを行うのでなく，補完し合うことが必要となる。そこで平成21年８月２０，２１日のＩＤＥ
(InstituteforDevelopmentofHigherEducation）大学セミナーでＦＤ・ＳＤネットワークの紹介があった。
京都大学を核にする関西地区ＦＤ連絡協議会のほかに，強力なネットワークがすでに九州地域大学教育改善Ｆ
Ｄ・ＳＤネットワーク：Q-Links，四国地区大学教職員能力開発ネットワーク：ＳＰＯＤ，山陰地区ＦＤ連絡協議会，
大学コンソーシアム京都ＦＤ・ＳＤコンソーシアム名古屋，大学コンソーシアム石川，東日本地区大学間ＦＤネッ
トワーク：つばさ，東北地域高等教育開発コンソーシアム，全国私立大学ＦＤ連携フォーラムなどがあり，とくに四 Ｐ、
」国のＳＰＯＤはＦＤＳＤＴＤのプログラムを１つにまとめ34校8000名のスタッフに提供している。また東日本の｢つ
ばさ」は山形大学を核に，東北ばかりでなく関東，北海道の大学をも巻き込み，授業評価アンケートのサポートを特
徴としている。
北海道では７国立大学，５公立大学，２８私立大学，１９短期大学，４高専の６３もの組織の連携を目指し，2009年1０
月に北海道地区ＦＤ・ＳＤ推進協議会が設立された。これらのネットワークの狙いは，いずれもＦＤばかりでなくＳ
ＤＴＤの３つのDevelopmentの実質化にある。そのため，それぞれが持つプログラムの共有化，乗り入れのほか，
ＦＤｅｒ（ファカルティ・デベロッパー）の養成を行う。
本学はすでに北海道大学のＦＤワークショップに毎年１，２名の派遣をしており，近くＳＤを共同実施する。それ
では本学の今後のＦＤ活動は、北海道大学高等教育研究センターに委ねればよいのかというとそうではない。ネッ
トワークを利用するにはコネクターが必要であり．さらに学内ネットワークの整備も重要課題である。
ﾉ浜
"､ 
編集後記
私自身もＦＤワークショップの受講生として大変勉強になりました。
また肝皆さんが（嫌だ嫌だと言われながらも)，目を輝かせ，まるで子供の様にとても生き生きと作業されて
いるのが印象的でした．学生の本気を引き出すためには，やはり先生方が生き生きとされている姿を見せること
がとても重要であると思われた二日間でした。
ＦＤ委員長
にとてもと:Ｉき龍き主作業さ
#・ﾐきとされている姿を兇ぜる丘
諒鴛巴◆■●■
ｉ霧凸■■■■｡
